
 

 

 

 

 

 

「だれかの幸せのために」行動できる子ども 

 
校 長  米 原 大 司 

 

今年は、三寒四温を経て比較的温かな気候でしたので、卒業式には桜が開花し、その花が残る

始業式や入学式となりました。さて、本年度より針ヶ谷小学校の校長を拝命いたしました米原大

司（よねはら だいじ）と申します。同じ浦和区内の岸町（きしちょう）小学校より参りまし

た。前任の三村美延校長からのバトンを受け継ぎ、すべての子どもが笑顔で通える学校となるよ

う、全力で取り組む覚悟です。どうぞよろしくお願いいたします。 
さて、標題に掲げた「だれかの幸せのために」は、本年度の学校教育目標のキーワードです。

「だれか」の幸せとは誰の幸せなのでしょうか。最終的には「すべての人」の幸せとなります

が、子どもにとっては抽象的で分かりにくいかもしれません。 

まずは、子どもたちは「自分」の幸せのために日々過ごすことが大切です。自分自身が幸せで

なければ、他人の幸せまでには思いは至りません。ここで気を付けなくてはならないのは、「自分

の幸せ」とは、「自分だけが幸せであればよい」というような身勝手なものではないことです。自

分の幸せは、まわりの人から見ても幸せと感じられる、いわば心地のよい幸せであるべきです。

ですから、「自分」とは言うものの周りの人を含む「自分たち」の幸せを目指すこととなります。 

自分を含むみんなが幸せになるには、時には自分のやりたいことをちょっとだけ抑えて、みん

ながちょっとずつ我慢をすることで、結果としてみんなが過ごしやすくなるということも一つの

幸せだと考えます。 

日頃子どもたちは、学校の敷地内で様々な活動を行っています。そこでは、周りに気兼ねな

く、のびのびとした姿を見せています。しかし、学校の門を出たら、子どもたちも立派な地域の

一員です。言い換えれば「小さな社会人」です。自分の周りにいる方のことを気に留めながら、

その時、その場に相応しい振る舞いをすることが求められます。そこで、子どもたちには、「小さ

なよき社会人として行動しよう」と投げかけ、自分の置かれている状況を判断し適切な行動がで

きるよう、時には見守り時には声をかけながら、その成長を支援していきたいと思います。 

幸いなことに、本校ではＰＴＡをはじめとする保護者の皆様の協力だけでなく、育成会の皆様

や各学年の学習支援ボランティアやチャレンジスクールの講師をしてくださる地域の皆様が多数

いらっしゃると伺っており、大変心強く思います。時代の流れであるデジタルと保護者や地域の

皆様、我々教師のリアルな力を組み合わせ、子どもたち一人ひとりの可能性を最大限に引き出す

よう努めてまいります。関係の皆様におかれましては、これまでと変わらぬご支援とご協力をお

願い申し上げます。 
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・SC＝スクール・カウンセラー(心理) 
・SSW＝スクール・ソーシャル・ワーカー(福祉) 
・さわ相＝さわやか相談員（大原中） 
・丸数字＝学年（あおぞら学級は○あ） 
 
 
 
３月の安全点検 異常ありませんでした。 

 
4/8 校庭使用禁止 本日入学式のため、１５時ま
で校庭で遊べません。 

登下校時の帽子の着用 安全のため、原則毎日
お子さんが帽子をかぶって登校するようお願
いします。 

借りた上履きは洗って返却 お子さんが借りた
上履きは持ち帰り、ご家庭で洗ってから返却
してください。 

名札の購入 ２年生以上の名札につきまして
は、学校や PTA からの配付や集金はありませ
ん。２年生の保護者様は、２年生用の「オレ
ンジ」色の名札をご用意ください。２年生以
上は、名札の色は卒業まで持ち上がります。
名札は、モリ商会で購入できます。 

１年生の下校時刻 １年生のみ、１７日（金）ま
では変則的な下校時刻となります。１年生の
学年だよりでご確認ください。 

4/13～工事期間中の具体的な変更について 
①体育館の出入り口が変わり、体育館の横の扉
から出入りします。 

②職員玄関の位置が変わり、Ｂ棟昇降口を使用
します。 

③農園(ファーム)への動線が変わり、体育館の
裏を回るルートで農園に出入りします。 

④仮囲いができるため、校庭の使用可能範囲が
やや狭くなります。 

針ヶ谷小学校ブログ 紙面上では伝えきれない
児童の活動を、ブログでも公開しています。
ぜひご覧ください。 

 

４月の生活目標【学校の約束を守ろう】 


